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A要因 B要因 家族要因 社会的要因
時間軸
ラベル 語りの例 ラペレ 語りの例 ラベル 語りの例 ラベレ 誇りの例
[Aが BK出 価のことを知ら 「結婚してしばらくは（夫の （義務教育を受 『白は）小さくってガFガF 〈議両親の夫婦関 『常に，開かずの扉みたu、な （社会から弧 『普，保健師さんか誰かが，
会うまで1 ずに結婦に至 家後どは）別居だから，2年 けていない〉 で，外に出たことがないから 係の不和｝ 郁屋があって，そこにずっk 立〉 お家を尋ねてくれて，パズル
る〉 ぐらいはBに関わることはず 〈身体的未努 真。自で＇.l 舗を社会から切り (BがいたL玄関を入。て， （社会的支援の を教えてくれたりとか，学校に
結婚までA (B K関わらな』、〉 。k副司た』。 遇齢 離す〉 そこからZ部屋ぐらい行った 皆無〉 行勺たら！＇ラだ，みたいな諾も
はBを見かけ 〈他者左関わらな 〈未成熟さ〉 舗を病院に連れ 臭に扉があって，そこから臭 したんだけ！＇， ！＇うも（議母は
る極度。 B は い〉 ていかない〉 は絶対入れないところで。そ Bを外に）出さなかqたみた
社会から隔際 〈家族の反対を (Bに教育を受付 こにEうもお轟母さん』fBが いで，白は）！＇こにも行って
されて家に閉 押し切り，自らの させない〉 常にいたみたいで。だから但 ないです』。
じ込められて 意思で結婦を遜 には）めったに会わない』。
いた． 択〉
[AがBと出 (Bを自然に受け 『ある時， B(lc，外に）行き （外に出たいと 『最初，｛手帳）I級を取った (Aに対する怒り・ 『お義母さんがBをみていた 〈社会との闘わ 『子どもたちの保育園の人と
会ってからI 入れる〉 たい？って言ったら．吋Tく 訴える〉 時は．坂道が歩けない，階 不満〉 ょうでみていなくって．結局， りの芽生え〉 かいろんな人から，“ああいう
〈母組役割を担 行〈”と言うから，連れてけも 〈外界を知る〉 段が歩けないだったんで (Aに対する怒り・ (Aが）外に連れ出すようにな 〈社会的居場所 とこ（作業所1があるよ”みたい
R う〉 に｝出るようになって．それ 〈身体的未発 すー だから， (Bは｝外に出 社会に対する差 って，（義母が）Bに虐待をす の獲得〉 なのを教えてもらって．はじめ
AはBを外 〈自然なリハピP からは，子どもみたいなもん 画 たことがない，坂道を歩く時 恥心〉 るようになったんですー Bが， 〈他者の温かさ て作業所に連れて行ってム
へ連れ出すよ を担う〉 です．自分のaもうほんとに （情緒的発達〉 に，騰を幽げることを知らな 但の障害を阻め 自分じゃなく私にくっつ〈ょう を実感〉
うになる，Bは 〈泊ツク〉 小さくって，但は）子どもぐ （障害名程度 くってー （膝が）ピンピンだか たくない〉 になったから，今度はそれが 〈実母の支え〉
書ぷが，義母 〈板挟み〉 らいしかないんですよム が不明｝ ら，（歩行できずに｝倒れて 〈虐待〉 気に入らない．で，＜••＇）ち











旦亜 〈多忙を極める〉 『作業所も立ち上げたばっ 〈身体的発達〉
Aは義父母 〈板挟み〉 かりで， Bを先IC通わせ始 〈情緒的発達〉
に責められて 〈義母に関心な めたぽっかりでB 作業所，最 〈義母からの分









皇主 〈クア役割の負 『 時期ほんとに，どうする 但の義母h の
草島公母も介 担増加） んだろうって思ったけれど 気持ちが変化〉
助が必要に． 〈身体的変化〉 も，＂ 3 年前がlo"~タです 〈身体的発達〉
Aも体調を崩 〈不安〉 よ．お義母さんをお風呂に 〈情緒的発達〉
し，Bは施設 〈おきらめ〉 入れて， Bをお風目IC入れ 〈身体的機能の




亜韮 〈共倒れの不安〉 「だんだん， (AもBも）ゃっ (Bも将来を覚悟
今後， Aが 〈自分の将来を ばり年Jとってきますよね． する〉




































(Aに対する怒り・ 『(Aが作った食事をBは） 〈社会的支援の Ilを（作業所まで）送り迎え
不満〉 “おいしいね，おいしいね”っ 存在〉 するのもそう(Aの唯事）でし
〈義理両組の夫婦 て食べるんですけど，そうす 〈他者の温かさ たから．仕事に行〈前に送っ
闘係の不和〉 るとまたお義母さんが作る を実感〉 て行って，で，たまたまその
時，食べなくなるんです，お 〈社会的支援に 仕事をしてたところが，すごい
義母さんは気に入らな泊ミった よる剰晴〉 いい社長さんと奥さんで，“じ








〈義母の認知症が 『（義母は）痴呆も入ってたの 〈社会的支援の 『(Aが）肺炎になって，先生
語化〉 で，（Aが）気がつかなかった 存在〉 （医師)le，“もうこのままあと1
〈クア役割の負担 のも履かったんですけど，挫 〈他者との交 週間入院しろ”って言われ
増加〉 いたり叫んだりとか，暴力が 流〉 てーその時に，ホームの人た
〈家旗全体の義母 ちょっと出てたから，突然回よ 〈実母の支え〉 ちもー もう(Al人でやるのは）
IC対する闘わりが うIC,Bの後ろから，パチーン 〈他者の温かさ 無理だから”ってー で，“（ホー
変化〉 って叩いたりとか，押し倒した を実感〉 ムle）入りな，入りな”って言わ
〈家族でBを支え りがあったんですム れて，もう， Bをじゃあ入れま
る〉 しょうみたいな』ー
〈息子夫婦に期 『燥さんも，（長男にドそれ （社会との関わ 『（Bを）施設に入れnぱなし
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